














































































































































1，Clearlyde丘nedboundanes （組織 の明確 な範囲 ）
hdlvidualsorhouseholdswhohaverigh tstowi thdraw resourceunltSkom theCPR
mustbeclearlyde丘ned．asmus tthel》undariesofheCPRitselL．




ApproprlatlOn rulesrestrlCtng time．place．technolo訂 ．and／orquantltyOfresource
urutSarerelatedtoIocalcondltions2Lnd toprovisl0nrulesrequu：ing labor．material，
and／ormoney．
受益 者の得 る便益 は受益 者 の負 担 に応 じて定め られ、 またそ れ らの規則 は現地 の状 況 に
適 合 した ものであ る。
3．CouectlVe－ehoICearrangementS （運 営規則 修正へ の参加）
MostlndlvidualsafEected by the operationalru lescan participateln mOdifYing the
OperatlOnal rules．
運 営規則 が適 用 される個人 の大半が 運営規則 の修正 に参加 で きる。
4．Monitormg （監視）
MonltOrS，Who　actively　 audlt　CPR　 condlt10nS　and　approprlatOr　 behavior， are
accomltabletotheappropriatorsoraretheappropriators．
CPR の状況 と受益 者 の行 動 を監 視 して いる監視 者は受 益者 自身 であ るか、受益 者 に説
明責任 を負 う。
5．GraduatedsanctlOnS （段 階 的な制裁）
ApproprlatOrS Who violate operatlOnalruteS are likely to be assessed graduated
sanctions （depending on　the　seriousness　an d　contextof the　o飴 nse） by　other
appropriators．byofEICialsaccountabietotheseapproprlatOrS，Orbyboth．
運営 規則 を破 った受 益者 が段 階的 な制裁 に よって受 益者 また は受益 者 を代 表 する役 職
者 によって処罰 され る。
6．Con瓜icトresolutl0nmeChanlSmS （紛 争解決 能力）
Appropriatorsandtheiro伍cialshaverapidaccesstolow－COStlocalarenastoresoIve
connlCtSamOngapprOpriatorsorbetweenappropriatorsan do伍cialS．
受益 者間、あ るいは受益者 と役職者 間の紛争が コス トのかか らない地元 の領 域 で速 や か
に解 決で きる。
ー58－
7．Mhimal recognitionofrightstoorganize （組織 化の権利 の保証 ）
TherlghtsofapproprlatOrStO devISethelrOWnlnStltutIOnSarenOtChalenged by
externaLgovernmentalauthoritleS．
受 益者が 自 らの組織 を作 る権 利が外 部の政府機 関 から異議 を唱 え られ ない。









1． リーダーが コスモ ポ リタンで な く、地元 住民か ら選出 されてい る。
2． リーダー と職 月が中央 政府で な く地元の メ ンバ ーに責任 を負 う。
3．用水 の配分が 受益者の 果たす義務 に応 じて与え られる。 ＝割 当て制度 （ShareSystem）
4．用水配 分にお いて上流 下流の格差 が是正 されて いる。 ＝割 当て制度 （ShareSystem）
5． メンバ ーが水資 源 を制御 する度合 いが高 い。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































リー ダー の属性 ○ （地元、小農 ・小作農、中流 ・下流部出身者の増加）






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































指標 IAの組織状況 （1980年代） IAの組織状況 （2002年時点）
リーダー ○ （地元、小農 ・ノト作農、中 △ （地元＆地域政治家の思惑、圧力、低い能
の屈性 流 ・下流部出身者の増加） 力）
リーダー △ （地元、特に自分のセク × （IAの私物化、地域政治家へ迎合、乏しい
の賓任 ション） 責任感、不活発なBOD）





上流下流 △ （水管理人雇用、水不足時 × （上流部が規定以上に取水、違法取水口の
の格差是 にローテーション潅漑） 設置、低い水路維持管理状況、ローテーショ
正 ン荘漑実施不能による下流部の水不足）
水資源管 △ （王Aが水利権所有＆MA × （NIAが水源と幹線水路を管理、上流部 IA
理能力 がダムと幹線水路を管理） の過剰取水による下流部IAの水不足、低い水
路維持管理状況による水路通水能力低下）





共有資源 ○ （メンバーリス トの作成、 △ （メンバーリストの作成＆多数の不在地主
と成員の IDOによる新規潅漑地域農 ・非メンバ 耕ー作者 （小作人等）、低いIA組
範囲 家の加入促進） 織率、メンバーリス ト未更新）
規則の修 ○ （BOD会合の設置、BOD △ （TSAG会合、BOD会合、IA総会の設置
正能力 がセクター代表から構成され ＆IA総会、BOD会合、TSAG会合開催不定
るIAの増加） 期、定期的選挙の未実施）








指標 IAの組織状況 （1980年代） IAの組織状況 （2（泊2年時点）




組織化の △ （SECに法人登録、IAが △ （SECに法人登録＆SEC報告未実施、NIA





多層化組 △ （セクターの設置、セクタ △ （TSAGの設匿＆適法取水口設駅による



















































































































































































of the Phlllppines Natl0nalIrrigatlOn Administrat10m（ページ：1－19）Quezon City：
AteneodeMZunllaUnlVerSityPress．
Bagad10n U．BenJamln．Korten F．Frances．（1980）．Developing ViablelrrlgatOrS’
AssociatlOnS：Lessons from Small ScaleIrrigation Developmentin the Philippines．
AgriculturalAdiminlStratlOn7．273－287．
Delos Reyes Romana，Jopillo Ma G．Sylvia．（1989）．TheImpact of Participation－An
EvaluatlOnOftheNIA’scommunalImgatlOnProgram．著：KortenFFrances，SlyJr Y．


















Korten F．Frances，SiyJr Y．Robert．（1989）．Summary and Conclusion，著：Korten F．
Frances．SiyJr．Y．Robert．Transk）rming A BureaucracyこThe ExperlenCe Ofthe
PhlllppineNat10nalIrrigationAdmiTuStratlOn（ページ：145－157）．QuezonCity・Ateneo
deManilaUniversltyPress，
Maass A．．Anderson R．．（1978）‥．．and the Desert ShallRejoice：Conflict．Growth and
JustlCeinAridEnvrlrOnmentS．Malabar．FL：REKrieger．
Martln D．Edward．YoderRobert（1988）．A CompartlVe DescriptlOn Of Two Farmer－
managedIrrigat10nSysteminNepal．IrrigatlOnandDramageSystemVol．2．147－172．
OfreclOP．BayZun（2CO6）．partlCipatoryDevelopmentandManagement：ACornerstoneof
PhillppineIrrigatlOnProgram．JoumalofDevelopmentsinSustalnableAgriculturel．1r
5．
OstromElinor．（1990）．GovernlngtheCommons：TheEvolutユOnOfInstltutlOnSforCollectlVe
ActユOn．NewYork，NYニCambridgeUniversityPress．
SiyJr，Y，Robert．（1982）．CommunltyResourceManagementこしessonsfromtheZanJera．
QuezonCity，Phllippines：UniversityofPhlllppinesPress，
SiyJr．Y．Robert（1989）．ATradltl0nOfCollecdveActlOn：FarmersandlrrigatlOninthe
Phillppines．著：KortenF．Frances．SiyJr，Y．RDbert，Tr2LnSbrmingABureaucracy：
TheExperlenCeOfthePhilippineNational工rrigatlOnAdminlStration（ページ：20－30）．
Que2rOnCity：AteneodeManllaUnlVerSityPres＆
－122－
SiyJr．Y．Robert，AvertlngtheBureaucratlZationofaCommunity－ManagedResource－The
CaseoftheZanjeras．著：Governmentashtervener（ページ：260－273）
コーエイ総合研究所・日本工営，（2（期1）．フィリピン国国家潅漑庁運営強化計画調査主報告
書．国際協力事業団．
チェルネア、マイケル．（1998）．執筆者紹介．著：チェルネア、マイケル，開発は誰のため
に－援助の社会学・人類学（ページ：391－393）．日本林業技術協会．
バガデイオン、ベンジャミン・コーテン、フランセス．（1998）．水利組織の開発・学習過程
アプローチ．著：チェルネア、マイケル．開発は誰のために一援助の社会学・人類学
（ページ：51－78）．日本林業技術協会．
角田字子．（2脚）年）．フィリピンの水と社会－フィリピンポホール州小規模荘漑プロジェ
クトと地元の制嵐　著：森と水と大地－アジアの自然を考える．亜細亜大学アジア研究
所叢昏第14号．
角田宇子．（2（期5）．開発プロジェクトの運営－フィリピン・ポホール州潅漑プロジェクトに
おける「近代的運営」の導入とその土着化．著：アジア研究所・アジア研究シリーズ
No．57・東南アジア諸国の地域開発（H）（ページ：95－126）．亜細亜大学アジア研究所．
角田字子．（2∝略年）．フィリピン・ポホール潅漑プロジェクトにおける参加型藩政管理
（PIM）の成果．著：鈴木紀編，r開発援助プロジェクトの評価方法に関する文化人類
学的研究J平成17年度、平成19年度科学研究費補助金（基礎研究（B））研究成果報告
書（ページ：51、122ページ）．国立民族学博物館．
角田宇子．（2010年）．フィリピン・ポホール州温漑システムにおける水利組合組織強化活動
の成果とその評価．亜細亜大学アジア研究所紀要第36号，193－249．
日本工営株式会社；朝日航洋株式会社．（2（氾3年）．フィリピン国国営かんがい地区水利組合
強化計画調査要約報告書．国際協力事業臥
ー123－
